
釈文の訂正と追加

富
中

東

木
津
遺
跡

第
二

号
）

１
　
所
在
地
　
　
　
｛昌
山
県
高
岡
市
木
津

・
佐
野

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
人

（平
１０
）
年
六
月
―

一
九
九
九
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一局
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
荒
井
　
隆

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

東
木
津
遺
跡
は
、
高
岡
市
中
心
部
、
小
矢
部
川
と
庄
川
に
挟
ま
れ
た
、
標
高

一
一
―

一
二
ｍ
の
微
高
地
上
に
位
置
す
る
。
古
代
に
お
け
る
本
遺
跡
は
、
人
世

紀
後
半
―
九
世
紀
前
半
を
主
体
と
し
、
九
世
紀
末
ま
で
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
二
〇
棟

。
護
岸
施
設
や
橋
梁
遺
構
を
持
つ
自
然
流
路

（Ｓ
⊇

一〇
五
）
。
道
路
二
条
な
ど
が
あ
る
。
遺
物
は
土
師
器

・
須
恵
器
や
、
斎

串
な
ど
の
木
製
品
な
ど
で
あ
る
。
墨
書
土
器
は
、
本
誌
第
二

一
号
で
紹
介
し
た

も
の
以
外
に
、
「川
相
」
「大
」
「平
」
「般
木
」
が
あ
る

（な
お
、
報
二塁
口
〈関
係

文
献
参
照
〉
で
は
遺
構
番
号
を
整
理
し
、
Ｓ
Ｄ
二
〇
五
は
Ｓ
Ｄ
六
〇
と
改
称
し
て
い
る
）。

今
回
は
本
誌
第
二

一
号
で
紹
介
し
た
木
簡
八
点
の
う
ち
、
保
存
処
理
後
に
墨

痕
が
は
っ
き
り
し
、
ま
た
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
の
川
崎
晃
氏
の
ご
指
摘
に
よ
り
、

訂
正
が
あ
っ
た
木
簡
二
点
ω
②
、
新
た
に
判
明
し
た
木
簡

一
点
①
に
つ
い
て
報

告
す
る
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
六
〇
か
ら
は
漆
紙
文
書
も
出
土
し
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ

て
揚
げ
る
。

遺
物
包
含
層

ω
　
。
「気
多
大
神
宮
寺
涅
槃
浄
土
紙
布
米
入
使
　
」

名
□
暦
二
年
九
月
五
日
十
三
枚
入
布
師
三
□
」牌∽
卜
×
］
μ
×
釦
　
ｏ
牌
只
こ
＊

②

　

「は
ル
マ
止
左
く
や
古
乃
は
□
」
　
　
　
　
中釦叉
∞貸
３

９
Ｐ０

Ｓ
Ｄ
二
六
〇

⑪

　

「
＜
□
子
四
斗
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］粟
Ｐ巽
∞
Φ諮

⑪
は
、
本
誌
第
二

一
号
掲
載
時
点
で
は
、
表
面
の

「気
多
大
神
宮
寺
」
の
部

分
が
は
っ
き
り
と
釈
読
で
き
ず
、
伊
勢
榊
宮
を
想
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

気
多
大
神
宮
寺
は
、
石
川
県
羽
昨
市
寺
家
に
所
在
し
、
能
登
国

一
宮
で
あ
る
気

多
神
社
に
付
属
す
る
神
宮
寺
と
考
え
ら
れ
る
。
高
岡
市
伏
木
に
も
越
中
国

一
宮

の

一
つ
で
あ
る
気
多
神
社
が
あ
り
、
そ
ち
ら
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
『文

徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
二
年

（八
五
五
）
五
月
幸
亥
条
に

「能
登
国
気
多
大
神
宮

寺
」
と
見
え
、
ま
た
神
宮
寺
の
規
模
も
勘
案
す
る
と
、
能
登
国
の
気
多
神
社
と

考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
「紙
布
」
は
、　
一
文
字
で
紙
の
異
体
字
で
あ
る
可

能
性

（本
誌
第
二
一
号
）
の
他
、
二
文
字
で

「紙
布
」
と
理
解
す
る
見
方
も
あ

る

（川
崎
論
文
参
昭
Ｃ
。
裏
面
の

「□
暦
」
の
年
号
は
、
残
画
と
ス
ペ
ー
ス
の
関



係
か
ら
、
「正
暦
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
正
暦
二
年
は
西
暦
九
九

一
年
に
あ
た

る
。
「布
師
三
□
」
は
、
人
名
と
考
え
ら
れ
る
。
冨
一□
」
の

「□
」
は
、
門
構

え
が
確
認
で
き
る
。
越
中
国
射
水
郡
に
は
布
師
郷
が
存
在
し
て
お
り

（
『和
名
類

衆
抄
』、
高
岡
市
須
田
藤
の
木
遺
跡
出
土
木
簡

〈本
誌
第
二
二
号
》
、
本
木
簡
に
書
か

れ
た
人
物
は
、
こ
の
布
師
郷
に
由
来
す
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
、
難
波
津
の
歌
の
下
句
で
あ
る
。
難
波
津
の
歌
は
、
『古
今
和
歌
集
』

の
仮
名
序
に
、
手
習
い
歌
と
し
て
記
さ
れ
る
著
名
な
歌
で
あ
る
。
第
二
年
目
の

片
仮
名
の

「
ル
」
は
、
平
安
時
代
初
期
の
訓
点
資
料
に
み
ら
れ
る
。
「□
」
は

「七
」
あ
る
い
は

「奈
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
年
代
は
、
遺
跡
の

存
続
時
期
と
書
体
か
ら
、
九
世
紀
後
半
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
の
間
と
考
え
ら
れ

２
つ

。０
は
、
物
品
名
と
量
を
記
す
。
本
誌
第
二
一
号
で
紹
介
し
た
①

「
＜
□
□

一

〔
石

一
斗
力
〕

□
□
□
」
や
、
⑩

「
＜
白
□
」
な
ど
と
形
態
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
種
粗
名

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

漆
紙
文
書□□

□
□
□
□
□

（墨
界
線
）

い
ず
れ
も
須
恵
器
杯
Ａ
内
面
に
付
着
し
た
漆
紙
文
書
で
あ
る
。
日
縁
部
周
辺

の
、
漆
樹
脂
が
紙
に
薄
く
皮
膜
し
て
い
る
部
分
の
み
文
字
が
確
認
さ
れ
、
杯
内

部
の
も
の
は
、
漆
樹
脂
が
多
量
に
付
着
し
、
文
字
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
紙
の
表
面
が
下
に
な
っ
て
お
り
、
上
部
か
ら
見
る
と
鏡
文
字
に
な
っ
て

い
る
。
判
読
で
き
た
文
字
は
Ｂ
の
墨
界
線
と

「大
」
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡

・
漆
紙
文
書
の
釈
読
は
、
奈
良
女
子
大
学
の
舘
野
和
己
氏
、
奈

良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏

・
吉
川
聡
氏

・
馬
場
基
氏
に
よ
る
。
ま
た
、

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
川
崎
晃
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

８
　
関
係
文
献

川
崎
晃

「
『越
』
木
簡
覚
書
―
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
と
東
木
津
遺
跡
出
土

木
簡
‐―
」
亀
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要
』
一
一　
一
一〇
〇
一
年
）

高
岡
市
教
育
委
員
会

『石
塚
遺
跡

。
東
木
津
遺
跡
調
査
報
告
』
０
一〇
〇
一

年
）

（荒
井
　
隆
。
岡
田
一
広
）

B

□□□大 |□




